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市 の 人 口 

G月末現在） 

総人口 	50 ' 451 

	

J 	24'520 

	

女 	25'931 
世帯数 	9'刀7 帯

 

原
 

須
 

助
 
役
談
 

!
 

防
衛
庁
で
は
木
年
度
第
二
次
二
等
陸
海

空
士
白
衛
官
を
た
だ
い
ま
募
集
中
で
す

志
願
資
格
は
満
十
八
才
か
ら
二
十
四
才

ま
で
の
男子
、
受
付
期
間
は
七
月
二
十

日
ま
で
市
役
所
氏
生
課
窓
口
で
受
付
し

て
お
り
ま
す
。
 

な
お
自
衛
官
募
集
に
つ
い
て
く
わ
し
い
 

!
 

?
 

一
 

!
 

こ
と
は
市
役
所
民
生
課
ま
た
は
自衛
隊

青
森
地
方
連
絡部
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
・
 

市
人

事

異
動
 

大
月
一
日
付
 

秘
書
企
画
課
春
薗
係
長
寺田
有
宏
（
教
 
 

七
和
）
神
義渉

（
五
商）
石
谷
泰
蔵
（
 

五
農
）
の
五人
の
市
内
川
身
者
が
勤
務

し
て
い
る
。
 

同
社
は
貿
易
商
唯
で
将
来
が
期
待
さ
れ

て
い
る
の
で
全
員
元
気
で
や
つ
て
い
る

七
日
は
名
古
屋
市
の
山
田
タ
イ
ル
製
作

所
、
愛
知
紡
績
」K

、
三
洋
光
業
K
K
 

芳
野
ラ
イ
ト
製
作
所
、
中
外
陶
業
k
K
 

の
五
社
を
ほ
う
も
ん
、
こ
こ
で
も本
県

出
身
者
の
う
け
が
よ
く
、愛
知
紡
績
で

は
今
春
工
員
に入
社
の
動
機
に
つい
て

作
文
を
か
かせ
た
と
ころ
飯
詰
中
出
身

の
萩
野
マ
キ
子
さ
ん
の
感
想
文
が
あ
ま

り
に
す
ぐ
れて
い
て
会
社と
し
て
も
優

秀
な
工
員
と
して
ほ
め
て
い
た
。
 

名
古
屋
職
安管
内
の
市
内
出
身
者愛
知
 

市
で
は
こ
と
しも
ま
た
つ
ぎ
の
日
程
に

よ
り
一
般
住
民
の
健
康
診
断
を
お
こ
な

い
ま
す
。
こ
の
健
康
診
断
は
患
者
の
早

期
茜
見
と
結
核
に
か
から
な
い
よ
うに

予
防
す
る
ため
の
も
の
で
す
ふー
ら健
康

な
人
で
も
年
に
一
度
は
身
体
の
状態
を

検
査
す
る
よう
に
し
ま
し
よ
う
。
 

対
象
者
は
小
、中
、
高
校
生
お
よ
び
智

公
署
に
務
め
て
い
る
方を
除
い
だ
市
民

全
部
が
該
当者
で
す
。
 

検
診
は
レ
ン
トグ
ン
カ
ー
に
よ
つ
て
お

こ
な
い
ま
す
か
ら
下
着
に
ポ
タ
ン
や
ホ

ツ
ク
の
つ
い
て
い
な
いも
の
は
そ
の
ま

ま
写
真
が
と
れ
ま
す
。
 

な
お
料
金
は無
料
で
す
の
で
検
診
当
口

に
は
近
所
の
人
た
ち
を誘
つ
て
必
す
お

い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
検
診
日
程
（
カ
ツ
コに
検
診
場所
）
 

7
月
（
山日
九
時
か
ら
十
一時
ま
で
田
町

栄
町
、
平
和
町
（
平
和
町入
口
）
十一
時

三
〇
分
か
ら
一
時ま
で
田
町
（
天理
教

前
）
ク
三
O
ク
か
ら
四時
ま
で
元町
、
 

更
生
街
（
八
幡宜
箭
）七
月
十
一
日
九
時

か
ら
十
ニ
時
三〇
分
ま
で
成
田
町
、
新
 

青
委
員
会
主
事
）
 

庶
務
課
管
財
係
長
島
田
克
孝
（
秘書
企
 

画
課
主
小
）
 

福
祉
亭
務
所
川
村
正
勝
（
市
立病
院
）
 

福
祉
亭
務
所福
祉
係
長兼
査
察
指導
員

平
山
善
教
（福
祉
事
務
所
主
事
）
 

中
央
公
民
舘
長
越
後
替
三
郎
（
秘書
企

画
課
企
画
係長
）
 

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
長
神
重三

（
 

中
央
公
民
舘長
兼
務
を解
く
）
 

教
育
委
員
会
主
事
平
山
新
三
郎
（税
務

課
主
事
）
 

新
宮
町
、
未
広
町
（
飛
島
商
店
前）
十

一
4
三
O
ク
が
ら
ー
クま
で
鍋
町

（
長

内
唯
大
宅
前）
ー
ク
三
O
ク
か
ら四
ク

ま
で
平
井
町
、中
平
井
町
、
下
平
井
町

一
部
（
岩
舘鉄
工
所
前
）
七
月
十
五
日

九
ク
か
ら
十
ー
ク
ま
で
下
平
井
町
（
木

村
ト
タ
ン
ヤ
前
）
十
ー
ク
三
O
ク
か
ら
 

ー
クま
で
下
平
井
町
、漆
川
住
宅
（
嶋

海
製
材
所
前
）
ー
ク
」
び
ク
か
ら四
ク

ま
で
上
平
井
町
（
古田
金
物
店前
）
 

斎
藤
副
社
長
無
料
タ

ク
シ

ー

券
を
寄

附
 

弘
前
相
互
銀行
副
社
長斎
藤
友
七氏
（
 

市
内
本
町
）が
こ
の
ほど
市
福祉
事
務

所
を
お
と
す
れ
相
互タ
ク
シ
1
の
無
料

券
ニ
百
枚
を寄
附
し
た
。
同
所
で
は
こ

の
券
を
市
内
の
ル
病
保護
家
庭
に
配
布

し
病
気
等
の
急用
の
場
合
に
使
用
す
る

よ
う
に
し
て
い
る
‘
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》I
L且
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ョ
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歳
末
た
す
け
あ
い
に

森
田
、
高
満
さ
ん
も
 

昭
和
」
干
大
年
五
月
二
十
五日
付
市
広

報
第
六
十
八量
世
面

「
歳
末た
す
け

あ
い
資
金
の配
分
報
告」
の
記
事
中
、
 

寄
附
者
氏
名
の
欄
に
つ
ぎ
の
二
氏
が
編

集
の
誤
り
で
脱
落
しま
し
た
の
で
追
加

い
た
し
ま
す
。
（敬
称
略
）
 

一
O
、
O
〇
O
円
 
森
田
キ
ョ

衣
料
八
点
 
高

満
タ
カ
 

救
援
物
資
見

舞
金
あ
り
 

ー
 

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し

た
 
一
 

六
月
中
に
八
戸

市
の
羅

災
者
へ
お
届
け
し

ま
す
 

八
戸
市
白
銀
町
大
火
の槻
災
者
に
対
す
 
上平
井
町
 石
戸
谷
ヤ
ナ
 
ク
五
点

る
義
え
ん
金お
よ
び
救え
ん
物
豊
を
市
 
市
役所
職
員
 
日
用
品
そ
の
ほか

得
祉
事
務
所で
う
け
つ
け
し
て
い
た
が
 
川端
町
 
岩
見
鉄
雄
 衣
類
ー
ク

つ
ぎ
の
か
たが
た
か
らた
く
さ
ん
の
見
  用
小
学
校
 
ク
お
よ
び
学
用
晶
 

舞
品
を
い
ただ
き
ま
し
た
。
 

高
瀬
部
落
民
 
ク
ー
個

市
福
祉
事
務所
で
は
今
月
中
に
八戸
市
 
五所
川
原
婦
人
会
 
ク三
十
ー
ク

に
発
送
す
る予
定
で
あ
り
ま
す
。
 
 

五
所
川
原
浸
愚
、
 
一
〇
〇
〇
円

鶴
ケ
岡
市
営住
宅
（
代
表
千
葉
み
ど
り
 
五高P
T
A
 三
〇
〇
〇
ク
 

）
衣
類
一個
 

五
高
J
B
c
 七
五
七
ー
クお
よ
び
衣

平
井
町
 
渋谷
栄
子
 
衣
類
ー
ク
 
類
ニ
ク
 

市
収
入
役
 衣
類
ー
ク
 

敷
島
町
 
葛
西イ
ョ
 
衣
類
ニ
ク
 

上
平
井
町
 林
キ
ワ
 衣
類
ー
ク
 
無

名
四
名
 
ク
四
ク
 

福
井
部
落
民
（代
表
小
笠
原
ヤ
ナ
）
衣
 
寄附
者
の
敬
称を
略
さ
せ
て
いた
だ
き
 

類
ー
ク
 

ま
し
た
。

う
け
つ
け
は
大
月
十
五日
分

柏
原
町
 
後藤
ト
シ
子
 
衣
類
ー
ク
 
ま
で
で
す
。
 

国
民
年
金
納
入
お
ょ
び
 

料
金
免
除
の
お
し
ら
せ
 

保
険
料
納
入
 

〇
国
民
年
金
印
紙
は
市
役
所
の
国
民
年
金
係
の窓
ロ
と
各支
所
お
よ
び
出
張
所の
窓
口
で
売
りさ
ぱ
い
て
お
り

「
 

ま
す
か
ら
国
民
年
金
手
帳
と
代
金
を
持
参
し
て
そ
れ
ぞれ
近
い
と
こ
ろ
で
買つ
て
検
認
を
う
け
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
保
険
料
ば
毎月
お
さ
めて
も
よ
い
し四
、
五
、
大
月
分
を
七
月
末
ま
で
、
、七
、
八
、
九
月
分
を
十
月
末
ま

で
、
十
、
十
一
、十
二
月
分
を
一
月
末
ま
で
一
、二
、
三
月
を
四
月
末
ま
で
に
モ
れ
ぞれ
お
さ
め
て
も
よ
い

こ
と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

た
だ
し
四月
末
を
こ
え
た
場
合
は
印
紙
で
な
く
現
金
で
お
さ
め
る手
続
き
を
して
県
に
直
接
お
さ
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せん
。
 

〇
何
年
分
あ
るい
は
大
十才
ま
で
の
4血
一を
前
納
さ
れ
る方
は
市
役所
の
国
民年
金
係
まで
お
い
で
く
だ
さい
。
 

前
納
し
た
場
合
は
保
険
料が
割
引
さ
れ
ま
す
。
 

前
納

す
る
場
合
の
例
 
こ
の
表は
一
例
で
実
際
には
4」
岸月
日
に
よ
り
若
干
の
相違

が
あ
り
ま
す
。く
わ
し
い
こ
と
は
市役
所
国
民
年
金
係
に間

合
せ
く
だ
さ
い
。
 

保
険
料
免
除
 

①
生
活
保
護
法に
よ
る
生
活
扶
助
をう
け
て
い
る
人
。
 

③
ら
い
療
養
所
、
国
寸
蕎
髄
療
養
、国
立
保
養
所
に
入
所
して
い
る人
。
 

巾
請
免
除
 

①
所
得
の
な
い人
o
 ①
ル
潜
保
護法
に
よ
る牛
居
扶
助
以
外の
扶
助
を
うけ
て
い
る人
。
 

①
身
体
障
m暑
ま
た
は
寡
婦で
年
間
の
収
入
が十
三
万
円
以
下
の人
。
 

④
モ
7
ほ
か
の
事
情
で
保
険
料
を
お
さ
め
ら
れな
い
人
。
 

右
の
場
合
で
も手
続
き
を
しな
け
れ
ば
免
除
にな
り
ま
せ
ん
、
モ
の
ま
ま
に
して
お
け
ば
保
険
料は
而
納
と
な
 

り
将
来
年
金
の給
付
を
うけ
ら
れ
な
く
な
る
場合
も
あ
りま
募
ら

必
ず
手
続
き
を
して
く
だ
さ
い
。
 

免
除
の
申
請
に
は
印
鑑
と国
民
年
金
手
帳
を
持参
し
大
月
中
に
お
いで
に
な
つ
て
く
だ
さ
い
。
 

☆
拠
出
年
金
（
保
緊
を
お
さ
め
る年
金
）
と難
年
金
（
保
繁
を
お
さ
め
な
い
年
金
）
と
の
繋
。
 

昭
和
三
十
大
年
三月
三
十
一
日
ま
では
老
令
、母
子
、
障
害
の
各
製
年
金
は
そ
れ
ぞ
れ
モ
の
支
給
要
項
に
該
 

当
し
た
人
は
ど
なた
で
も
裁
定
請
求
を
す
れば
支
給
さ
れ
ま
した
が
昭
和
三十
大
年
四月
一
日
以降
に
響
年
 

金
の
該
当
事
項
が
発
生
レた
人
は
拠出
年
金
の届
出
を
しな
け
れ
ぱ
響
年

金
は
支
給さ
れ
ま
せ
ん
。ま
だ
届
 

出
を
さ
れ
て
谷

い
方
は
い
そ
い
で届
田
を
して
く
だ
さい
。
麓
年

金
を
う
け
る
事
態
が
発
生
して
か
ら届
 

出
を
し
て
も
福
祉
年
金
の
受
給
に
は
ま
に
あ
いま
せ
ん
．
 

o

国
民
年
金
手
帳
を
ま
だ
受
取
つ
て
い
な
い
方は
い
そ
い
で
受
領
して
く
だ
さ
い
。
 

o

死
亡
、
住
所
の
貧
、
氏
名
の
貧
、
更
年

金
等
の
加
入
など
異
動
のあ
つ
た
場
合
は
必
す市
役
所
国
民

年
金
係
へ
届
出
を
して
く
だ
さ
い
。
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学
卒
就
職
者
激
励
訪
問
終
る
 

よ
く
な

つ
た
労
働
条
件
 

厚
生
施
設
も
素
晴
し

い
 

、
《
 

県
と
東
京
青
森県
人
会
の主
催
に
よ
る
学卒
東
京
就
職
者
激
励
大
会
は
さ
る
四
日
東
京都
港
区
の
日
本
大
学
 

【
 

受
 
第

「
嵩
校
講
堂
に
約
一
五
〇
〇
名
の
就
職
者
が
集
つ
て
ひ
ら
か
れ
た
が
、
同
会
に
出
席
し
た
須
郷
助
役
は
モ

市
 

【
、
助
 

の
後
、
山
梨
、
愛
知
、
石
川
の
各
県
を
ま
わ
り
当
市
出
身
就
職
者
を
慰
間
、
激
励
し
十
日
帰
庁
、
各
職
場
で
 

【
 

郎
 
は
週
休

価
も
完
全
に
実
施
、
ま
た
厚
生施
設
も
す
ば
ら
し
く
な
シ
た
と
つ
ぎ
の
よ
う
に語
つ
た
o
 

i
 

【
 
須
 

あ
か
る
い
表
情
で
あ
つ
た
。
 

須
郷
助
役
は
翌
五
日
か
ら
鶴
田
町
長
、
 野
育
子

（長
柵
）
浜
舘
け
い
子
、前
田
 

h
"
 

！
 

大
会
ま
午
轡
一
時
か
ら
ひ
ら
か
n
”
崎
中
里
一
窒
、百
雨
民
入
愛
、
青
簾
歳
受

幸
子
へ
販
古ン
畠
上
ア
ヒ
と‘
、申
u
・

大
会
は
午
後
一
時
か
ら
ひ
ら
か
れ
山崎

中
里
助
役
、
市
涌
収
入
役
、
斎
藤
職
安
幸
子

（
飯
詰）
福
士
ァ
事
、

神
山
ひ
 

四
日
の
激
励
大会

知
事
、
佐
藤
尚
武
氏
、
日
大
「
高
鎌
田
質
、

雷
中
校

長
、
五
中
黒
滝
数
頭
ろ
子
、
渋
谷
み
つ
子
（七
和
）
と
い
ろ
 

1
1
 えf
L
一
一1
1
旦
 
は
午
前
九
時
か
ら
理
事
長
（
船

山
身
）
の
諏
励
の
挨
拶
の
各
氏
と
と
も
に
本
県
出
身
の
就
職
者

い
ろ
話
し
あ
い
を
お
こな
つ
た
．
 

津

4
生
口
 
っ
た

が
当
市
出身
辞
、
就
職
者
代
表
の
お
れ
い
のこ
と
ぱ
五
日
午
前
中
は
都
内
五
反
田
、
園
池
製
宿
舎
に
警

れ
、
ま
た
厚
牛
施
設
専

か
D
'
 
z
 
者
三
十
五
名
が
出

が
あ
つ
た
。
 

作
所
を
訪
問
、
市
内
出
身
の
雷

恵
美
ば
ら
し
い
、
こ
こ
に
は
野
崎
敏
樹

（
五
 

銀
 

席
、
上
京
わ
ず
か

第
二
部
は
隣
の
り
子
、
東
海
林
英
樹
子

（
梅
沢）
竹
谷
重
美
子

（
三
好）
松
中
）
暫

明
夫
（
梅
沢）小
笠
原
隆
一
（
 

（ョ

J、
 
ニ

カ
月
だ
が
ほど

両
歌
手
の
賛
助
山
演
、
県
人
会
の
各
種

タ

乃
 
ん

と
が
あ
た
ら
し
民
謡
、
舞
踊
が
あ
り
午
後四
時
参
加者

い
職
場
に
な
れ
、
 全
員
に
記
念
口mを
苦
フ
て
羽
含
し
た
o
 

名
楚

所
こ
と
に
江

東
食
覆
協
同
組
合
理
事長
、
案

労
を
激
励
し
て
き
た
が
、
総
体
的
に
本
県
大
日
は
山
梨
県
韮
崎
市
の
呆
ダ

イ
ヤ

補
導
会
を
お
こ
な
働
愛
、

東
京
県
人
貧

弁
護
士
の
祝
出
身
者
は
各
地
で
好
評
を
う
け
て
い
る

モ
ン
ド
株
式
曾
を
ほ

う
も
ん
し
た
が
 

自

衛

官

募
集
 

7
月
2
0日
ま
で

受
付
 

訪
級
に
募

マ
キ
子

（飯
詰
）
、
三
洋

光
業
に
笹
森高
則
（
松島
）
芳
野
ラ
イ

ト
に
工
藤
清四
郎
（
五中
）
の
以
上
」
i
 

君
が
勤
務
し
て
い
る
。
 

八
日
は
石
川県
金
沢
市
の
石
川
臓維
K
 

K
を
ほ
う
も
ん
、同
社
に
は
飯
詰中
田

身
の
中
谷
敏
子
さ
ん
ほ
か
二
十
五名
の

市
内
出
身
者
が
お
り
み
ん
な
元
気に
働

い
て
い
た
。
 

以
上
ほ
う
も
ん
し
た
事
業
所
を
総
合
的

に
み
て
労
働
条件
も
年
々
よ
く
な
つ
た

こ
と
宿
舎
も厚
4」
施
設
もよ
い
こ
と
な

ど
だ
が
た
だ食
生
活
で
一
部
事業
所
で

め
ん
る
い
ばか
り
食
べさ
せ
て
い
る
と

い
つ
た
苦
情
も
あ
つ
たが
こ
れ
も話
し

あ
い
で
解
消
し
た
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
 

市
民
の
健
康
診
断
 

一
 

7
1
0
1
ハ
フ
ー
丁
、E
ト
 

7
月
1
0日
か
ら

行
い
ま
す
 
一
 

町
、
柳
町
（
成
田
山
公
え
ん
前
）
一
時

か
ら
四
時
ま
で
川
端
町
、岩
木
町
、
寺

町

（
末
事
務
所
前
）七
月
十
一
百
九

時
か
ら
士
一
時
三
〇
分ま
で
鎌
谷町
、
 

弥
生
町
、
田
園
調
布
（
安
定所
前
）
一
時

か
ら
四
ク
ま
で
布
屋
町
、東
町
（り
ん

ご
舘
前
）
七
月
十
三
日九
ク
か
ら
十
ク

三
〇
ク
ま
で
旭
町
一
部
（市
役
所
前
）
 

十
ー
ク
か
ら十
ニ
ク
三
〇
ク
ま
で
旭
町
 

一
部
、
敷
島
町
、
雄
田
（
菊
地
シー
ト

店
前
）
ー
クか
ら
二
4
ま
で
本
町
（
青

銀
前
）
ニ
ク
三
O
ク
か
ら
四
ク
ま
で
大

町
（
三
好
庵本
店
前
）
七
月
十
四
日
九

ク
か
ら
十
ー
ク
ま
で
柏
原
町
、
幾
島
町
 

〇
保
険
料は
国
民
年金
印
紙
をも
つ
て
お
さ
め
るこ
 

と
に
な
つ
て
お
り
ま
す
。
二
十
才
か
ら
三
十
四
才
 

ま
で
は
月
百
円
、三
十
五
才か
ら
大
十
才
ま
で
は
 

月
百
五
十
円
の
割で
す
。
 

」
 

五
0
才
 

三
O
才
 

章 
年
 
令
  

0 
年 

番葦犀 

」
6
年
完
納
 

一
 0年
 
五
年
 
一
年
 

四
0
無
元
納
 

一
 0年
 
五
年
 
一
年
 

前
納
す
る

期
 
間
 

一八
8
  

一
八〇
。
。
 
 

九
〇
8
  

一
 一
 
一
（)
(
)
 

 

7
S8
8
0
0
 

 

I
c6
0
0
 

 

一
 一
 
一
（〕
（)
(
)
 

 

大
O
（
又
〕
 

 

一
二
O
O
円
 

場
合
の
保
険
料

普
通
に
お
さ
め
る
 

一
三
九
七
〇
 

航

0
0
 

 

一
西三
8
  

一
一
三
三0
  

五
一
一八
0
  

一
一
七
（)
 

 

ニ
三
五
四
0
  

五
一
一
八0
  

九
三
一
〇

一
一
七0
F
9
 

 

前
納
す
る
場

合
の
保
険
料
 

四
0
三
〇
 

一
。九
0
 

四
〇
 

一
天
七
〇（)
 

 

三
大
七
0
 

七
二
0
 

一
一6
  

三
九
四
大
〇
 

二
大
九
0
 

七
二
0
  

三
0
F
9
 

 

囲
司ぎ
れ
る
金
額

前
納
し
た
場
合
の
  

つ
ぎ
の
い
す
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
免除
理
由
醸
当
 

届
を
市
役所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

法
定
免
除
 

①
障
害福
祉
年
金
をう
け
て
い
る
人
。
 



届出は科日以内に 

住民登録制度 

満9年になつた 

③
変
更
届
 

〉
 

世
帯
主
と
か
世
帯
の
無
成
が変
つ
た
〈
 

と
き
 

》
 

こ
れ
ら
の
届
出
は
転
入
届
、転
出
届
、
 

に
つ
い
て
は
新
に住
所
の
定
めた
日
〈
 

か
ら
十
四
日
以
内
に
、
質

届
に
つ
》
 

い
て
は
モ
の
質

を
告

た
日
か
ら
（
 

十
四
日
以
内
に
届
出
な
け
れ
ぱな
ら
ー
 

な
い
こ
と
に
な
つて
お
り
ま
す
．
 
」
 

届
出
義
務
者
は
第
一
に
世帯
主
に
な
、
 

つ
て
お
り
ま
す
が世
帯
主
が届
出
る

v
 

こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
世
帯
主
に
（
 

代
る
世
帯
管
理
者ま
た
は
本
人
と
な
〈
 

つ
て
お
り
ま
す
。
 

】
 

な
お
他
市
町
村
か
ら
当
市
に読
を
、
 

移
し
た
と
き
に
は
転
入
届
と
と
も
に
）
 

転
山
証
明
書
（
異動
証
明
の
こ
と
）
\
 

の
届
出
も
さ
れ
るよ
う
お
■
い
いた

（
 

し
ま
す
。
 

〕
 

)
 

ン
 

理
棟
は
旭
町鶴
谷
建
設
、
同
ク
ラ
ス
ル
廊
下
非
常
階
段
等
、
体
育
館
お
よ
び附
，

ゴ
4
0と
石
メ
で耳
ぞ
1
フ
。
 

ー
ム
棟
、
平
井
町
新
興
建
設
、同
体
胃
属
屋
建
設
工
事
の
総
坪
数
は
七
三
八・

館
お
よ
び
附
属
屋
、敷
島
町
工
藤
建
設
七
ニ
平
方
米
、
工
費
九
三
大
万
一
千円
 
負

三
恒

・
ン
ー
ーラ
り

が
、
ま
た
市
立松
島
小
学
校
校
舎
新
築
構
造
某

造
三
U
う
節
集
成
材
ア
1
チ
 
ヤ

予
防

接
種

日

程

は
敷
島
町
中
慧

設
、
》回
体育
館
お
よ
建
築
。
ま
た
松
島
小学
校
校
舎
建
設
工
昭
和
三
十
大
年
度
ジ
フ
テ
リ
ヤ
百
日
セ

ひ
附
属
屋
建
設は
藻
川
小
野建
般
が
そ

事
の
総
坪
数
は
西

O
五
二
」
一
平方
 
吉
合
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の第
」
面

れ
ぞ
れ
落
札
、今
年
九
月
末
の
完
成
を
米
工
費
一
二
二
九
万円
、
響
は

木
造
目
が
大
月
二
十
七日
か
ら
各
地
区
ご
と

目
指
し
各
業
者
と
も
工
事
に
着
手
した
 
モ
ル
タ
ル
塗
屋
雫

タ
ン
瓦
棒
葺
二
階
に
実
施
い
た
しま
す
の
で
対
象者
は
か

五
所
川
原
小
学
馨
理
棟
嚢
、

総
坪
建
内
部
は
普
通
教
室
九教
室
、
特
別
教
な
ら
ず
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
 

散
一
九
九
」
て
五
九
労

米
、
工
費
一
竺
教
室
、

賛
室
、

職
員
窒
、
保
健
旧
五
所
川
原
小
曲
地
区
6
易
日
（

西

八
一
四万
円
、
木
造
モ
ル
タ
ル
塗
屋
根
窒
、
理
科
室
、理
科
驚
室
、

斎
、
 
北
中
央
病
院
小
児
科
）
長
柵
ク
昭
日
へ

ト
タ
ン
瓦
棒
葺
一
爾
建
、内
部
は
普
通
 

り
廊
下
、
孟

場
、
便
所
等
、同
ク
ラ
 

月
中
旬
お
こ
な
い
五
所
川
原
小
学
校
管

そ
の
他
一
 
場
お
よ
び
便
所
、
わ
た
り

ョ
巨
U
d二
工
、
ー
ユ斤
【
R
』
一
乏
r
二
引
包
三
い
り
れ

h
。
〒
、JH
戸
校

は
二
一
一〇
名
、
松
島
小
学校
は
五
 

島
小
学
校
新
築工
事
の
入
札
は
さ
る
五
 瓦
棒
葺
二
階
建
、
教
窒
は
十
八
教
室
、
 い
「
・
プ
け
け
市
，L
臼
中
J
民
1
」
ー
 

市
立
主
所
川
原
小
学
校
お
よ
び
市
立
松
構
造
は
木
造
モ
ル
タ
ル
臨
屋
根
トタ
ン
）
m
島
牟
校
は

市
内
大
庫
田
字
八

「
た
入
は
七月
一
日
西
北
中
番

m
小
診
査
お
は
准
濠
を
つ
ぎ
の

是
務
所
に
お
と
い

あ
わ
せ
くだ
さ
い
。
 

市
民
の
み
なさ
ん
こ
れか
ら
夏
は
な
ん

と
い
つ
て
も消
化
器
系
の
疾
病
の多
い

時
期
で
あ
り
、特
に
赤
痢
患
者
は
年々

発
生
件
数
が
お
お
く
なつ
て
お
り
ま
す

こ
と
し
に
は
い
つ
て
か
ら
す
で
に
県内

に
も
集
団
発
」
一
し
て
お
り
A後
の
多
発

も
気
づ
か
れて
お
り
ま
す
。
 

ま
た
お
そ
ろ
しい
疫
痢
も
こ
れ
か
らが

最
盛
期
で
あ
り
、
そ
れ
に
、
モ
の
ほ
か

水
難
そ
の
他の
事
故
を防
止
す
る
た
め

に
も
お
さ
な
い
子
供
た
ち
か
ら
目
を
は

な
さ
な
い
よ
うみ
ん
な
で
ま
も
つ
て
あ

げ
た
い
も
ので
す
。
 

履
患
す
る
と奥
易
に
快
復
しな
い
小児

マ
ヒ
患
者
も昨
年
市
内
に
十
三
名
の発

生
を
み
ま
レ
た
が
、
今
年
度
は
予
防
ワ

ク
チ
ソ
の
入
手
も
で
き
て市
当
局
で
も

小
児
マ
ヒ
撲
滅
に
全
力
をあ
げ
て
実
施

じ
て
お
り
ま
す
。し
か
し
予
防
注
射
に

の
み
期
待
をか
け
す
に
伝染
の
仲
立
と
 

ス
ル
ー
ム
譲

総
坪
数
一
大九
大
・
一
市
民
の
み
なさ
ん
こ
れか
ら
夏
は
な
ん
も
い
わ
九
て
い
る
『
カ』
 
『ハ
ェ
』
 
『
 

四
労

米
、
工
費
一
五
二
大万
七
千
円
と
い
つ
て
も
消
化
器
系
の
疾
病
の多
い

ネ
ズ
、II
j
e発
生
を
防
止
す
る
た
め
に
 

も
い
わ
九
て
い
る
『
カ』
 
『ハ
ェ
』
 
『
 

ネ
ズ
、II
j
e発
生
を
防
止
す
る
た
め
に

家
の
周
辺
を
清
潔
に
し寝
具
の
清
潔
保

持
等
に
注
意
し
ま
し
よ
う
。
 

赤
痢
、
疫
痢
に
は永
年
の
要
望
に
も
か

か
わ
ら
す
い
ま
だ
に
予防
ワ
ク
チ
ン
の

完
成
さ
れ
な
い
こ
とは
な
ん
と
し
て
も

ざ
ん
ね
ん
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
赤
痢

お
よ
び
食
中
毒
の
予
防
は
結
島
た
べ
も

の
（
の
み
も
の
に
注意
す
る
こ
と
で
す
 

四
五
名
の
生
徒
を
収
容
す
る
。
 

ツ
柵
、
な
お
一
 後
は
五
所
川
原
小
学
児
科
で
お
こな
い
ま
す
。な
お
時
間
は
 に
よ
り
実施
し
ま
す
。
 

昇
降
口
、
同
体
育
館
お
よ
び
驚
屋
は

全
診
療
所
）
松
島
ク
2
9日
（
全
斎

）
全
地
区
言
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
眼
，
見
日
、

耳
鼻
科
7
月
2
4日
、
 

総
坪
数
五
七
四

・
五
三
労
米
、

工
費
飯
詰
ク
3
0日
（
全
診
療
所）
七
和
ク
7
 で
す
。
 

整
形
外
、

月
1
4日
に
ぞ
れぞ
れ
西
北

大
九
o
万
円
、
警

は
木
造
三
こ
う
節
3
日

（
翼
木
沢
小
学
校
）
界

門
ク
 
中
央

病
院
で
お
こ
な
わ
れる
孟
で
す

集
成
材
ア
ー
チ
費
、

附
属
屋
と
し
て
 
（
全
小
学
校）
中
川
ク5
日
（
全
診
療
 
今
回
の

診
査
鷺

体
障
喜

で
ま
だ
障

当
直
室
、
小
使
室
、
わ
た
り
廊
下
、
便
所
）
「
好
ク
6
（
参
群

）
栄
ク
「I
 
身
障
者
診
査
、

更
生
 
害

手
帳
の
所
持
して
い
な
い人
を
黒
 

「
」
騒？
」は
五所
川原
小
学
校
『
（
舞

）
梅
沢
ク1
0
日
（
全
斎相
談日
程
が
き
まる
」
」」
醸
」
韓
一部
貧
に
 

が
胃

大
員
柵

字
柵
元
（
中平
井
町
各
地
区
つ
ごう
に
よ
り
実施
で
き
な
か
市
姪
事

務
所
で
は
身
体
障
害
者巡
回
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
市
理
事
 

飯毘中小七長三松梅 五 

.＋ 沙 
口’ 	 ノ‘ I 

詰門川 ll」和1喬好島沢 原 

五
小

松
島
小
新
築
着
工
 

九
月
末
完
成
で
入
札
終
ろ
 

と
つ
て
は
私
た
ち
が
ど
こ
の
市町
村
 
た
とき
 

）
 

の
住
民
で
あ
る
か
と
い
う
こ
とに
つ
 
①
転居
届
 

（
 

い
て
、
モ
の
証
明
がな
さ
れ
、常
に
 
当
市内
に
お
s
P
住
所
を
移
した
と
》
 

き
 

、
 
』
 

こ
の
吉

に
私
た
ち
の
日
常
告

に
 
他
市
町
村
か
ら
当
市
に
住
所
霧
し
＼
 

卿
）
 ま
た
住
所
証
明
、印
鑑
証
明
を
貰
う
 

“
（
場

合
等
に
つい
て
も
、モ
の
市
町
村
 
明
ら
か
に
し
て
お
る
こ
と
が
必
要な
 

三
〈
 
の
住
民
で
あ
る
こ
と
に
基
い
て
、
叱
 
の
で
あ
り
ま
す
．
 

J
》
 
の
証
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
 
〇
届
出
に
つ
い
て
 

！

》
？ー

‘
 

(1部2円） 第69号  (2) 報
 

広
 

市
 

原
 

所
 一

器
叱鋸
鐘
髪
”
 

一
 心
に
な
る
場
所
を
い
い
ま
す
・
 

旧
、
 
こ
の
よ
う
に
市
町
村の
区
城
内
に
住
 

篇
醸
競
難
敏
い

恋
」
譲
鱗
誘蘇
 

警
民
が
基は
渋
濡
濡
程
け
。
 

一
 
ま
す
。
 

①
転
入
届
 
 

市
商
工
会
議所
で
は
こ
の
ほ
ど
新
五所

川
原
小
唄
の
作詞
を
一
般
か
ら
募集
、
 

二
一
天
点
の
応募
作
品
の
な
か
か
ら
市

内
雛
田
藤
田
桂三
氏
が
一
位
に
当
選
し
 

さ
ら
に
『
カ
』
 『
ハ
ェ
』
の
駆
除
、う

が
い
、
」
一
 
い
の
励
行
も
み
な
さ
ん
の

健
康
をま
も
つ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
よ

う
。
こ
の
夏
は
赤
痢
、小
児
マ
ヒ
愚
者

を
市
内
か
ら
だ
さ
な
い
よ
う注
意
し
て

く
だ
さ
い
。
 

参
考
ま
で
に
昨
年
市
内
に
発
生
し
た
伝

染
病
地
区
別
の
件
数
は
つ
ぎ
の
と
お
り

で
あ
り
ま
す
。
 

9
・
 

3
2
 

』
 

た
。
二
位
該
当
者
な
し
、三
位
は
市
内

弥
生
町
山
谷
の
り
子
、同
十
川
町
天
坂

岩
蔵
、
同
旭
町
成
田
連
治
。
 

な
お
同
小
唄
の
作
曲
は
当
市
出
身の
テ
 

新
五
所
川

原
小
唄
 

（
津
軽
じよ
ん
が
ら
ん
ぽ
）、

 

ア
ー
咲
い
た
、
咲
い
た
よ
 

河
原
の
花
コ
 

風
に
散
ら
す
に
 
情
に
な
び
く
 

わ
た
し
や
岸
辺
に
 

ひ
ら
い
た
花
よ
 

（
ひら
い
た
花
よ
 

チ
ョ
ン
 
チ
ョ
ン
 

チ
ョ
イ
 
チ
ョイ
 

顔
見
せ
な
）
 

ア
1
発
珠
山
な
み
 
濃
青に
映
え
て
 

梅
も
桜
も
 
い
ち
ど
に
咲
けば
 

主
が
恋
しく
 
こ
こ
ろ
が
さ
わぐ
 

（こ
こ
ろ
が
さ
わ
ぐ
 
同
じ

…
）
 

ア
ー
ゆ
う
べ
 
夜
な
べ
で
 

揃
う
て
 
見
ま
し
よ
 

簿

け
縫
麓
 

の
と
き
で
は
ど
う
に
もな
り
ま
せ
ん
、
 

そ
れ
が
た
めに
投
票
し
得
な
か
つた
人

も
い
ま
ま
でに
は
あ
り
ま
した
か
ら
来

年
の
選
挙
に
は
こ
の
よ
うな
人
の
な
い

よ
う
に
こ
の
機
会
に
確
認さ
れ
る
」一

に
し
て
く
だ
さ
い
。
 

も
ち
ス
元係
員
も
調
査
し注
意
は
いた

し
て
お
り
ま
す
が
毎日
と
い
つ
て
よい

ほ
ど
出入
が
は
げ
し
い
の
で
ひ
と
り
も

れ
な
く
と
いう
こ
と
は
選
管
と
して
も

ち
よ
つ
と
む
ず
か
しい
の
で
あ
り
ます

な
お
名
簿
の閲
覧
は
い
つ
で
も
便
宜
を

は
か
つ
て
お
りま
す
ふち
と
な
た
で
も

自
由
に
み
てく
だ
さ
い
。
ま
た
名
簿
に

登
載
さ
れ
て
い
る
か
お
ち
て
い
る
か
電

話
で
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
ら
か
な
ら
ず

確
め
る
よ
うお
朋
い
し
ま
す
。
特
に
転

出
転
入
、転
居
お
よ
び
間借
者
、
家
族

に
移
動
が
あ
つ
た
場
A尋
は
そ
の
都匿

選
挙
管
理
委員
会
ま
で
ご通
知
く
だ
さ

い
ま
た
つ
ぎ
のよ
う
な
かた
で
移
転
先

不
明
等
のた
め
い
ま
ま
で
登録
も
れ
の

か
た
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
か
ら
あ

す
と
い
わす
い
ま
す
ぐ
選
挙管
理
委
員

会
ま
で
と
運絡
く
だ
さい
。
 

m
選
挙
人
名
簿
登
録
要
件
 

①
日
本
国
民
つ
P
籍
の
適
用
を
う
けな

い
も
のを
の
ぞ
く
）
で
あ
る
こ
と

①
名
簿
確
定の
期
日
（
十
二
月
二
十
日
 

）
に
お
い
て年
令
満
二
十
歳mで
」
の者
 

（昭
和
土
ハ年
十
二
月
二
十
一日
前
の

出
生
者
）
 

①
名
簿
舗整
現
在
期
日
（
九月
十
五
日
 

）
ま
で
引舟
続
き
ニ
カ
月
～
一
 
（
大
月

十
大
日
以前
か
ら
九月
十
五
日
ま
で
継

統
三
カ
月
）
五
所
川
原
市
の
区
域
内
に

住
所
を
有
する
者
で
あ
る
こ
と
 

②
選
挙
人
名
簿
に
登
録で
き
な
い失
 
 ①

他
に
延
焼
す
る危
険
の
あ
る
揚
合
ま

た
は
風
の
た
め
飛
火す
る
お
モ
れ
の

あ
る
場
合
に
は
森
林
内
は
勿
論
、
附

近
に
お
い
て
も
焚
火
を
し
な
い
。
 

①
火
入
は
必
す
市
町
村
長
に
届
出て
許

可
を
と
る
。
 

①
火
入
す
る
場
合
は
防
火
に
十
分な
る

設
備
を
し
、
一
粁
m齢
一
の
森林
原
野

の
所
有
者
に
運
絡
して
お
こな
う
。
 

①
森
林
内
に
お
け
る
火
気
取
扱
は
十
分

注
意
す
る
。
 

⑩
晴
天
が
三
日
以
上
つ
づ
い
た
とき
は

火
入
を
お
こ
な
わな
い
。
 

⑩
火
災
を
起
し
、ま
た
は
碧
兄
し
た
と

き
は
速
や
か
に
適
当
な
措
園
を講
じ

担
当
区
事
務
所
、
駐
在
所
、林
野
巡

守
等
に
通
知
す
る
。
 

⑩
開
こ
ん
地
の
支
障
木
、
雑
草
、
根
株

等
を
焼
却
す
る
と
き
は
畑
の
中
で
お

こ
な
い
焼
き
終
る
ま
で
見
守
り
、終

つ
た
後
畑
の
土
を
あ
つ
く
か
けて
お

く
こ
と
。
 

O
子
供
に
は
マ
ツ
チ
を
持
た
せ
ない
こ

と
。
子
供
の
手
の
と
ど
く
と
ころ
に

マ
ツ
チ
を
置
かな
い
こ
点
 

＠
炭
窯
の
周
囲
は
十
尺
以
上刈
払
い
、
 

た
き
付
け
へ
の引
火
に
充
分
注意
す

る
。
 

⑩
森
林
火
災
の
大部
分
は
人
の
過失
に

よ
る
こ
と
を
忘
れな
い
よ
う
。
 

7

月
塵
芥

処

理
日

程
 

新
宮
町
1
、
2
1、2
2日
、
錦
町
1
、
2
 

3
、
4
、
2
1、2
2、
2
3、舛
日
、
幾
島

町
4
、
5
、
2
3、糾
日
、
柏
原
町
4
、
 

5
、
6
、
2
3、
2
5日
、
上
平
井
町5
、
 

7
、
2
4、2
6日
、
中
平
井
町
6
、
8
、
 

2
5、2
7日
、
下
平
井
町
（
十
川
町含
む
 

)
7、
9
、
2
6、認
日
〈
敷
島
町
8
、
 

1
0、2
7、
2
9日
 
旭
町
9
、
1
0、
1
1、
 

1
2、認
、
2
9、
3
0、3
1日
、
大
町
1
1
 

1
3、3
0日
、
寺
町
1
4日
、
岩
木
町
1
2、

 

1
5、3
1日
、
川
端
町
1
3、1
4日
、
本
町
 

1
5、
1
6日
、
布
屋
町
1
7日
、
東
町
垣
 

1
7日
、
弥
」」
町1
7、1
8日
、
鎌
谷
町
1
7
 

1
8日
、
新
町
1
8、円
日
、
柳
町
1
、
1
9
 

加
日
、
元
町
m］日
、
田
町
1
、
2
、
3
 

2
1、2
2日
、
栄
町
1
、
2
、
3
、
2
1、

 

m
日
、
平
和
町
2
0日
 

市

行
政
連

絡
員
 

市
行
政
連
絡
員
が
未
定で
あ
つ
た栄
地

区
連
絡
員
が
こ
の
ほど
平
山
千代
吉
氏

に
決
足
、市
よ
り
委嘱
さ
れ
た
。な
お

毘
沙
門
地
区
中
長
冨
行
政
連
絡員
は
腰
 

精
神
薄
弱
者
福
祉
法
 

第
一

回
巡
回
相

談

7
月
に
 

精
神
薄
弱
者
（
精
神
病で
は
あ
り
ま
せ
ー
ゆ
け
るた
め
に
昨
年四
月
精
神
薄
弱
者

ん
）
が
社
会
の
一
員
と
して
告
盾
し
て
一福
祉
法
が
施
行
さ
れま
し
た
。
し
か
し
 

新
五
所
川
原
小
唄
完
成
 

作
詞
藤
田

桂
三
・
作

曲
上
原
賢

六
氏
 

レ
コ
ー
ド
は
7

月
2
0日
公
開
 

一臓
織
難
一
 

】は
発
表
会
を
開
く
予
定で
あ
る
。
 

夢
も
七
彩
 
乾の
花
火
 )

 

ア
ー
年
に
 
い
ち
ど
の
 

お
盆
の
お
ど
り
 

の
ど
で
酔
わ
せ
て
 

手
ぷ
り
で
く
ど
く
 

惚
れ
て
 
惚れ
ら
れ
 

え
ら
ん
だ
お
方
 

（
え
ら
ん
だお
方
 
同
じ
 

）
 

ア
l
つ
づ
く
 
つ
づく
よ
 

黄
金
の
穏
波
 

橋
の
西
か
ら
 北
か
ら
東
 

あ
の
こ
嫁入
り
 

稲
穏
の
き
りよ
う
 

（
稲
穂
の
き
りよ
う
・
・
ー
同
じ
…
）
 

～
迎
え
る
に
あ
た
つ
て本
制
度
の
趣
旨

三
（
 
を
ふ
り
か
え
つ
て
み
た
い
と
思
い
ま
 

）
 
丁
。私
達
は
誰
で
も
、
ど
こ
か
の
市
 

(
 

．
 
」
 
：

．
 三
：

f

・
 f

・
・
 
f

‘
二
・
 
…

二
…
…
・
：
・
 

》
甥
斥
嘩
清
言
住
民
登
録
 

？
 
制度
が
生
れ
て
満
九
年
の
誕
生
日
を
 

数
室
八
教
室
、特
別
教
室
（
図
書
室
、
 

‘
●
、
 
‘
一
●
土

I

ト
土
‘
 
一
‘
一
 
・
 
●
・
 

会
議案
）
一
一
教
室
、

理
科
室
、
理
科
準
 
一7
《
ナ
f
J
ー
 
ハ
月

I

一
一
董
 

備
室
、
保
健
室
、
校
長
室
、
職
員
室
、
 

j
川
ー
 「、
1
 ノ
 
、プ
ノ
 
『ノ
ー
．
 1

一
 
ー
 

一》
ノ
 

賛
錯
翫
デ
叫
静
叔
か
 

み
な

さ
乞
主
」

欧
し
 

伝
染
病
発
生
の
季
節
 

み
な
さ
ん
注
意
し

て
下
さ
い
 

。
ノ
 

2
 

』
 

2
 

〔乙
 

（
ブ
 

ー
 

hブ
 

1
 

●1
 

1
 

‘
ー
，
】
‘i
'
5
 「
 

あ
な
た
の
ゆ
か
た

赤
 
痢
 
ジ

フ
テ
リ
ヤ
 
小
児
マ
ヒ
 
経
熱
 
計
 

ね
ぶ
た
夜
ま
つ
り
 

6
 

！
り
 

9
【
 
・

l
 

l・
 

町
？
《】
 
ョ
し
r
ノ
 

繍
驚
者
の
実
態
に
つい
て
は無
逼
力
 

選
挙
お
よ
び
五
所
 

躍
羅
競
綬
誌
本
整

鮮
騒
」
 

？
鐘
誘薮
」
襲
「
基
調
」
『
薮
」
 

は
福
祉
事
務
所ま
で
お
届
けく
だ
さ
い
 

‘
る
の
で
あ
り
ま
す
 

4
 
7
『
『
 
簿
の
調
整
期
日
も
 

簾
鷺
一
緋
 

簿
の
調
整
期日
も
 

，
  
く
／
 

か
ら
お
ち
て
い
る
「
P3
し
た
ん
だ
」
 
①
九月
十
五
日
現
在
で
公
職
選
挙
法
第

な
ど
と
申
し
こ
ま
れ
た
り
しま
す
が
そ
十
一
条
該
当者
 

山
火
事
防
止
に

協
力
を
 

ピ
ク
ニ
ツ
ク
ま
た
は
農
葉
等

で
山
に
③
タ
パ
コは
枯
草
や
燃
焼物
の
多
い
と

入
り
火
の
使
用
す
る
場
合
が多
い
の
で
 
こ
ろ
で
は
吸
わ
な
い
。
 

す
が
、
こ
の
際
つぎ
の
こ
と
を
守
り
、
 
④
必
要
以
上の
茂
火
は
絶
対
に
お
こ
な

販
林
を
火
災
か
ら守
る
よ
う市
民
の
み
 
わ
な
い
。
枯
草
や
根
株
の
上
で
は
焚

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
しま
す
。
 
火
を
し
な
い
。
 

①
マ
ツ
チ
は
完
全に
火
の
消え
た
こ
と
①
焚
火
を
した
場
合
に
は
火
の
完
全
に

多
権
め
た
あ
と
で
す
て
る
。
 

消
え
た
こと
を
確
め
た
あ
とで
な
け

②
タ
パ
コ
の吸
が
ら
は
火
を
完
全
に
消
 
れ
ぱ
そ
の
場
を
立
ち
去
らな
い
。
な
 

ア
ー
秋
の
紅
葉
は
 不
勤
の
山
よ
 
響
 

冬
は
長
根
で
 ス
キ
ー
を
す
べ
る
①
九
月
十
五
日
現
在
p
三
カ
月
の
住
所
 

酒
は
矩
健
で
 
あ
の灯
の
あ
か
り
要
件
を
み
たな
い
者
 

（
あ
の
灯
の
あか
り
 

同
じ

…
）
早
二

月
二
十
日
現
在で
年
禽
二

十
 

し
て
か
ら
す
て
る
・
ま
た
ず
て
た
あ

・
お
沓
た
は
土
を
か
けて
完
倉

消
 

J
I
ー
 

歳
未
ま
ん
の
者
 

、
 
ー
 

・
 
．か
ら
過
挙
に
つ
き
が
た
つ
て
か暑
簿
 
と
も

う
一
産
あ
し
で
踏
み
消
キ
 

火
し
て
を

こ
ち
 

・
 

森
万
四
麗
に
貧

に
な
h
ま
し
た
。
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